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安全・安心なまちを目指して
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新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

北
海
道
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
２
０
０
人

近
く
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
交

通
事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い

や
り
の
あ
る
行
動
を
実
践
し
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期

は
一
年
の
う
ち
で
最

も
寒
さ
が
厳
し
く
な

り
、
冬
型
の
交
通
事

故
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

  

運
転
者
も
歩
行
者
も
お
互
い
に
注
意
し
て
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
、
同
乗
者
の
皆
さ
ん
へ

○
路
面
状
態
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
道
は
路
面
状
態
が
刻
々
と
変
化
し
ま
す
。

路
面
状
況
に
対
応
で
き
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン

ド
ル
な
ど
〝
急
〟
の
つ

く
運
転
を
し
な
い
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
下
り
坂
や
カ
ー
ブ
の
手

前
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
１
年
を
…

十
分
に
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
疲
れ
」
を
感
じ
た
時
は
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
地
や
学
校
の
近
く
な
ど
、
道
路
脇
に

雪
山
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
陰
か
ら
横
断
し

て
く
る
歩
行
者
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
違
法
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
除
雪
や
、

事
故
発
生
時
の
救
護
活
動
の
大
き
な
妨
げ

と
な
り
ま
す
。　

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
も
し
も
の
時
の
命
綱
で

す
。「
近
所
ま
で
だ
か
ら
」
と
油
断
せ
ず
、

後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
６
歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る
時
は
、
子

ど
も
の
体
格
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
選
び
、
必
ず
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
転
は
、
自
ら

の
車
の
存
在
を
歩
行
者
や
自
転

車
に
目
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
を
図
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
率
先
し
て
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
ま
た
周
り
の
皆
さ
ん
も
ド
ラ
イ
バ
ー

が
飲
酒
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

○
夕
方
以
降
に
、
お
年
寄
り
の
歩
行
者
が
被

害
に
遭
う
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

夕
方
以
降
に
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い
色
の

服
装
と
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
お
年
寄

り
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
時
は
、
声
を
か
け

安
全
に
誘
導
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○ 

道
路
脇
の
雪
山
な
ど
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見

か
け
た
時
は
、
安
全
な
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
指

導
し
、
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
業
者
が
来
て
、
無
理
や
り
買・

い・

取・

り・

を
し
よ
う
と
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、「
不
用
に
な
っ

た
着
物
を
譲
っ
て
ほ
し

い
」
と
買
い
取
り
を
持
ち

か
け
ま
し
た
が
、
本
当
の

目
的
は
貴
金
属
で
、
相
場

よ
り
安
い
価
格
で
買
い
取
る
の
が
狙
い
で
す
。

「
見
る
だ
け
だ
か
ら
」
な
ど
と
し
つ
こ
く
せ
ま

り
、
最
後
に
は
「
手
ぶ
ら
で
帰
れ
な
い
」
と

居
座
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

買
い
取
り
の
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
ド
ア
に
は
必
ず
鍵
を
か
け
、
見
知

ら
ぬ
訪
問
業
者
が
来
た
場
合
は
、
玄
関
内
に

入
れ
ず
に
勇
気
を
持
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
業
者
が
自
宅
に
来
た
り
見
か
け
た

場
合
は
、
栗
山
警
察
署
（
☎
�
０
１
１
０
）
に

電
話
を
し
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

　

棣
棠
扶
美
子
氏(
南
学
田
）
を
再
任
す
る
も

の
で
す
。

▼
栗
山
町
議
会
議
場
の
「
日
の
丸
」
掲
揚
の
中

止
を
求
め
る
請
願

　

議
会
運
営
委
員
会
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
定
期
接
種
に
関
し
、
早
期
に
国
の
制
度
確

立
を
求
め
る
意
見
書

▼
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に

反
対
す
る
意
見
書

以
上
２
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
へ
提
出

さ
れ
ま
す
。

議会の動き

次の議案が審議されました。

（12 月 13 日招集）

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

　

つ
い
て

平
成
23
年
度
事
業
と
し
て
、
農
用
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
、
民
間
バ
ス
路
線
維
持

事
業
２
件
を
追
加
し
、
既
存
１
事
業
の
名
称

変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

５
０
５
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

74
億
９
１
２
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
私
立
保
育
所
運
営
費
負
担
金

や
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の
追
加
な

ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

51
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

18
億
３
５
８
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
退
職
被
保
険
者
療
養
費
の
追

加
な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

４
７
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
４
３
９
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
職
員
の
会
計
間
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
追
加
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

８
２
９
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

13
億
３
８
２
１
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
介
護
保
険
事
務
シ
ス
テ
ム
改
修
費

の
追
加
で
す
。

平成 23 年第 7 回定例会

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

48
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
７
１
１
９
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム

改
修
費
な
ど
の
追
加
と
、
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
の
確
定
に
伴
う

減
額
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入
に
１
２
９
万
５
千
円
を
追
加

し
、
収
入
総
額
４
億
１
９
４
３
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
及
び
栗
山
町
農
業
集

落
排
水
事
業
へ
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例下
水
道
事
業
会
計
と
農
業
集
落
排
水
事
業

会
計
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、
平
成

24
年
４
月
か
ら
企
業
会
計
方
式
を
導
入
す

る
た
め
、
関
係
す
る
各
種
条
例
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

▼
区
域
外
町
道
路
線
認
定
の
承
諾
に
つ
い
て

由
仁
町
が
、
栗
山
町
の
区
域
を
含
む
道
路
に

つ
い
て
改
良
工
事
を
行
う
た
め
、
三
日
月
地

区
の
町
道
栗
山
由
仁
支
線
の
町
道
認
定
を

承
諾
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
23
年
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
40

歳
台
以
上
の
職
員
給
料
に
つ
い
て
平
均
０
．

23
％
の
引
き
下
げ
の
実
施
に
伴
い
、
町
独
自

の
給
料
削
減
分
を
５
％
か
ら
４
・
８
％
と
す

る
も
の
で
す
。

議  

案

意
見
書

諮
　
問

請
　
願

9

（歳末警戒パトロール）

訪
問
買
取
業
者

(

押
売
り
な
ら
ぬ
押
買
い)

に
ご
注
意
！

【お知らせ】連載中の「防災のページ」は、今月号ではお休みしています。



、

■
30
年
以
上
勤
続
表
彰
（
敬
称
略
）

志
田
レ
イ
コ
（
㈱
空
知
燃
料
セ
ン
タ
ー
）

■
20
年
以
上
勤
続
表
彰

太
田
政
博
、
笹
下
直
行
（
松
原
産
業
㈱
）、

中
山
俊
昭
、
岡
本
昌
彦
（
日
本
高
圧
コ
ン

ク
リ
ー
ト
㈱
栗
山
工
場
）、
関
野
光
一
（
㈱

北
創
）、
島　

禎
恵
（
鳥
山
電
気
工
事
㈱
）

久
保
賢
児
（
Ｅ
＆
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

㈱
北
海
道
工
場
）

■
15
年
以
上
勤
続
表
彰

宮
本
貴
穂
（
㈲
平
河
内
建
設
）、西
田　

桂
、

上
中
幸
生
、
進
藤
清
彦
、
若
狭
貴
生
、
小

林
純
一
、
野
坂
和
宏
、
鈴
木
章
浩
、
瀬
川

忠
芳
、
松
岡
信
文
、
杉
山
裕
仁
、
山
森
育
男
、

（
松
原
産
業
㈱
）、
菅
原
実
香
（
谷
田
製
菓

㈱
）、
蛇
谷　

仁
、
浅
香
泰
江
（
ヘ
ン
ケ
ル

エ
イ
ブ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
㈱
北
海
道

工
場
）、
益
子
智
博
（
Ｅ
＆
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
㈱
北
海
道
工
場
）、
柴
田
定
司
（
㈱

す
い
き
建
設
）、八
房
則
雄
、星
場
淳
子
（
㈱

日
東
総
業
）

■
10
年
以
上
勤
続
表
彰

宇
田
川
直
人
（
㈲
平
河
内
建
設
）、
本
田
正

子
（
松
原
産
業
㈱
）、
河
原
直
哉
（
㈱
北
創
）

中
川
浩
二
（
Ｅ
＆
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

㈱
北
海
道
工
場
）、
長
沢
留
吉
（
丸
十
岡
山

砂
利
㈱
）、
菊
池　

弘
（
㈱
ス
イ
テ
ッ
ク
）、

山
本
美
雪
（
㈱
す
い
き
建
設
）、
松
田
拓
也

（
松
栄
電
気
㈱
）、
瀬
戸
孝
子
、
西
澤
美
枝

子
、
広
瀬
千
代
子
、
対
馬
恵
子
、
山
上
重
樹
、

安
部
信
幸
、
城
戸
寿
人
、
岡
田　

浩
（
㈱

日
東
総
業
）

■
５
年
以
上
勤
続
表
彰

坂
本　

巧
（
伸
和
機
型
㈱
）、佐
藤
秀
一
（
㈲

平
河
内
建
設
）、本
多
敬
静
、乙　

和
人
（
松

原
産
業
㈱
）、
折
口
智
美
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

栗
山
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
栗
の
木
）、林　

友
紀
（
谷
田
製
菓
㈱
）、

幅
田
亮
二
（
Ｅ
＆
Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

㈱
北
海
道
工
場
）、
高
橋
美
保
、
本
田
忠
誉
、

大
谷
和
生
（
丸
十
岡
山
砂
利
㈱
）、
佐
藤
久

美
子
、
河
野
真
弓
、
荒
川
恵
子
、
蓑
嶋
美

智
子
、
石
川
佳
代
、
佐
藤
順
子
（
㈱
日
東

総
業
）

優
良
従
業
員
表
彰

栗
山
商
工
会
議
所
主
催
の

第
51
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
が

12
月
２
日
、
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
町
内
17
事
業
所
の

59
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

第５１回
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出初はしごのり　9：55 ～
  9：55　  　越路前（餅まき）
10：05 頃　岩盤浴ゆり夢前
10：15 頃　K. きたの・岡嶋商店前
　　　　　 （餅まき）
10：25 頃　幸寿し前
10：40 頃　２区駐車場
10：50 頃　ストアーやまかね東側
　　　　　 （餅まき）
11：00 頃　山崎建設・石田鉄工所前
11：10 頃　役場前　　　　
11：20 頃　栗山いちい保育園前

出初式　13：00 ～
【行　進】　栗山消防団庁舎前を出発

し、駅前通りを行進します。
【式　典】　カルチャープラザ「Eki」

栗
山
消
防
団　

第
一
分
団

出
初
は
し
ご
の
り
・
出
初
式

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
火
災

を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
火
災
の
な
い
安
全
で
安
心
な
町

づ
く
り
の
た
め
栗
山
消
防
団
一
丸
と
な
り

無
火
災
を
目
標
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
一
分
団
で
は
本
年
も
町
内
の
無
火
災

を
願
い
、
栗
山
市
街
地
に
お
き
ま
し
て
恒

例
の
「
は
し
ご
の
り
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
皆
ま
さ
の
ご
参
加
と
ご
声
援
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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玉ねぎプロジェクトで受賞＊ 4 Ｈクラブ公平委員業務に尽力＊総務大臣表彰

おめでとうございます

　町の公平委員会委員を長年務められている志摩隆
さん（継立）と佐藤倶子さん（湯地）が総務大臣表
彰を受賞し、役場応接室で 12 月 15 日、椿原紀昭町
長から表彰状が伝達されました。志摩さんは平成 11
年から現在まで、佐藤さんは平成 13 年から現在ま
で委員を務められています。今年、公平委員制度の
60 周年に合わせ、長年務められているお 2 人が受賞
されました。椿原町長から表彰状を受け取ったお二
人は「これからも公正な人事行政の確立に努めてい
きます」と話していました。

　若手農業者で構成された栗山４Ｈクラブ（菅野寿
会長　会員数 28 人）が空知青年農業者会議の地域
活動部門で最優秀賞を受賞し 12 月 15 日、椿原紀昭
町長へ報告に訪れました。菅野会長は「平成 21 年
から続けている『たまねぎパワーアッププロジェク
ト』で、品種ごとの特性を生産者から消費者に向け
提案したしたことが評価されたのだと思います」と
話すと、椿原町長も「先輩たちも頑張ってきたので、
皆さんも知恵を出し合って頑張ってください」と会
員たちを激励しました。

　
私
た
ち 

栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
①

の
放
流
に
備
え
て
大
切
に
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
流

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
稚
魚
飼
育
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
栗
山
町
と
由
仁
町
か
ら
、
あ
わ

せ
て
20
件
の

申
込
み
が
あ

り
、
サ
ケ
の

『
さ
と
親
』
に

な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

今
後
、
春
に
は
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
、
ま
た
、

遡
上
す
る
サ
ケ
を
迎
え
る

準
備
と
し
て
、
秋
に
は
河

川
清
掃
や
遡
上
確
認
を
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

夕
張
川
へ
！
サ
ケ
の
稚
魚 

放
流

　

私
た
ち
㈳
栗
山
青
年
会
議
所
で
は
、
ハ

サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会
な
ど
の

関
係
団
体
と
協
力
し
、
母
な
る
川
で
あ
る

『
夕
張
川
』
に
サ
ケ
を
帰
そ
う
と
、
５
年
前

か
ら
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
は
私
た
ち
の
放
流
し
た
サ
ケ

が
、
実
際
に
栗
沢
頭
首
工
ま
で
遡
上
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
産
卵
場
所
で
あ

る
支
流
（
雨
煙
別
川
な
ど
）
ま
で
、
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
放
流
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

サ
ケ
の
稚
魚
は
、
毎
年
12
月
に
「
北
海
道

さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
」
よ
り
魚
卵

の
供
与
を
い
た
だ
き
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
、
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
で
手
分
け
を
し
て
、
４
月

１
月
６
日
㈮

（昨年秋、遡上が確認されたサケ）

（里親に、サケの卵を…）（すくすく育つサケの稚魚）（無事に帰ってきてネ！）



に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
食
品
摂
取
品
目
は
30
種
以
上
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。「
お
せ
ち
料
理
」
に
は
野
菜

や
豆
類
、
海
藻
類
な
ど
、
一
日
に
摂
取
し
た

い
食
品
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
せ
ち
料
理
」
は
、
日
本
人
が
摂
取
不
足

と
い
わ
れ
て
い
る
栄
養
素
を
た
く
さ
ん
摂
る

こ
と
が
で
き
る
健
康

料
理
で
す
。
お
正
月

は
、「
お
せ
ち
料
理
」

を
家
族
で
囲
み
、
不

足
し
て
い
る
栄
養
素

を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　　

一
方
、
ゆ
っ
く
り
で
き
る
お
正
月
は
生
活

が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
す
。
気
づ
い
た
ら

１
日
３
食
か
ら
２
食
プ
ラ
ス
夜
食
と
い
う
日

が
続
き
、
お
正
月
明
け
に
体
重
を
計
っ
て
び
っ

く
り
と
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
「
お
せ
ち
料
理
」
の
中
で
も
、
か
ず
の
こ
や

栗
き
ん
と
ん
は
、
摂
り
す
ぎ
る
と
血
液
中
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
血
糖
値
が
上
が
っ
て

し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
何
事
に
も
ほ

ど
ほ
ど
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
お
酒
を
飲
む

機
会
も
増
え
ま
す
の

で
、
飲
み
過
ぎ
に
も
気

を
つ
け
、
新
年
を
楽
し

く
健
康
的
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

　

年
に
一
度
の
お
正
月
は
、
穏
や
か
で
心
も

体
も
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

お
正
月
に
は
「
お
せ
ち
料
理
」
を
食
べ
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
「
お
せ
ち
料
理
」
は
一
年
の
最

初
の
料
理
に
ふ
さ
わ
し
く
、
い

ろ
い
ろ
な
食
材
が
楽
し
め
る
日

本
の
伝
統
食
で
す
。
普
段
不
足

し
が
ち
な
野
菜
や
豆
類
、
海
藻

類
を
多
く
含
み
ま
す
。

　

今
月
の
「
元
気
が
一
番
！
」
で
は
、
栄
養

学
的
な
面
か
ら
「
お
せ
ち
料
理
」
を
み
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
お
せ
ち
料
理
」
に
は
、
た
く
さ
ん
の
食
材

が
使
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
栄

養
素
を
含
ん
だ
食
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
主
な
「
お
せ
ち
料
理
」
と
そ

れ
ら
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
を
紹
介
し
ま
す
。

●
黒
豆　

黒
豆
は
大
豆
の
一
種
。
肌
を
美
し
く
保
つ
大

豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
含
む
、
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
が
豊
富
で
す
。
さ
ら
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

類
が
豊
富
で
疲
労
回
復
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●
か
ず
の
こ　

か
ず
の
こ
は
、に
し
ん
の
卵
で
す
。
魚
卵
は
、

親
魚
よ
り
栄
養
価
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
で
あ

る
銅
や
亜
鉛
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

貧
血
や
味
覚
形
成
に
効
果
的
で
す
。

●
栗
き
ん
と
ん

き
ん
と
ん
は
、
マ
ッ
シ
ュ
し
た
さ
つ
ま
芋
に

栗
を
あ
わ
せ
た
も
の
。
さ
つ
ま
芋
は
、
食
物

繊
維
や
ヤ
ラ
ピ
ン
と
い
う
成
分
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
便
秘
予
防
に
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

●
紅
白
か
ま
ぼ
こ

か
ま
ぼ
こ
の
材
料
は
魚
の
す
り
身
で
す
。
魚

の
た
ん
ぱ
く
質
は
、
高
た
ん

ぱ
く
質
で
低
脂
肪
で
す
。
脂

肪
分
の
気
に
な
る
人
に
は
お

す
す
め
の
た
ん
ぱ
く
質
源
で

す
。

●
伊
達
巻
卵

卵
と
白
身
魚
の
す
り
身
で
作
っ
て
い
る
の

で
、
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。

●
昆
布
巻
き

昆
布
に
含
ま
れ
る
ヨ
ー
ド
は
、
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
原
料
と
し
て
基
礎
代
謝
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。
カ
リ
ウ
ム

の
含
有
量
は
食
物
中
最
大
で
、
体
内
の
塩
分

を
排
出
し
ま
す
。
ま
た
食
物
繊
維
は
、
ご
ぼ

う
の
５
倍
以
上
、
さ
つ
ま
芋
の
約
８
倍
多
く

含
ま
れ
る
た
め
便
秘
予
防
に
効
果
的
で
す
。

●
紅
白
な
ま
す

人
参
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｂ
類
、
Ｃ
を
多
く

含
み
ま
す
。
特
に
カ
ロ
チ
ン
（
体
内
で
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
へ
変
化
）
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
皮
膚
や
目
を
健
康
に
保
つ

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
根

は
、
で
ん
ぷ
ん
分
解
酵
素
の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
を

含
み
、
胸
や
け
、
二
日
酔
い
、
胃
酸
過
多
、

胃
も
た
れ
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
も
多
く
、
特
に
内
側
よ
り
も
皮
の
方
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元気が
一番！！

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �2256
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おせち料理は  健康料理 !

で
も
、
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
は  

×

お
正
月
は
、
お
せ
ち
料
理
で

お
せ
ち
料
理
の
栄
養
素
は
？

お
せ
ち
料
理
で
健
康
に
！

　

漢
方
薬
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る
場
合
、
食
事

療
法
や
運
動
を
組
み
合
わ
せ
な
い
と
、
多
く

は
あ
ま
り
即
効
性
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
便
秘
や
肩
こ
り
、
吹
き
出
物
な

ど
の
体
調
の
悪
い
と
こ
ろ
や
、
成
人
病
な
ど

併
発
し
て
い
る
場
合
も
、
そ
れ
ら
を
同
時
に

治
し
て
く
れ
ま
す
し
、
リ
バ
ウ
ン
ド
を
起
こ

し
に
く
い
体
質
に
改
善
し
て
い
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
漢
方
と
言
え
ど
も
薬
で
す
。
過

量
摂
取
に
よ
る
副
作
用
な
ど
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
や
、
他
の

病
気
の
有
無
に
よ
り
服
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
服
用
す
る
前
に
必
ず
〝
か

か
り
つ
け
〟
の
薬
剤
師
さ
ん
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

肥
満
が
健
康
の
大
敵
で
あ

る
こ
と
は
現
代
の
常
識
と

な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

や
心
臓
病
、
高
血
圧
な
ど
成
人
病
の
大
き
な

原
因
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
な
ど
な

く
単
に
太
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
も
、
中

高
年
以
降
に
な
る
と
肥
満
度
に
比
例
し
て
平

均
死
亡
率
も
大
幅
に
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
さ
に
〝
肥
満
は
万
病
の
元
〟
と
も
い
え
ま

す
が
、
生
活
環
境
の
変
化
で
特
に
中
高
年
の

肥
満
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
気
味
の
方
は
、
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に

対
処
す
る
べ
き
で
し
ょ
う

　

今
回
紹
介
し
た
漢
方
薬
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
能
を
持
ち
ま
す
。
既
に
服
用
さ
れ
て
い
る

方
で
、
効
能
が
一
致
し
な
い
場
合
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
に
か
け
て
は
、
忘
新
年
会
や
正

月
休
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
摂
生
が
続
く

要
素
が
あ
り
、
多
く
の
方
は
こ
の
時
期
に
太

り
ま
す
。

　

最
近
、「
お
腹
ま
わ
り
の
皮
下
脂
肪
を
減
ら

す
」
と
い
う
薬
を
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
薬
（
漢

方
薬
）
は
、
実
際
に
ど
の
く
ら
い
効
果
の
あ

る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
代
表
的
な
3
つ

の
薬
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｃ
Ｍ
で
よ
く
見
か
け
る
薬
は
医
薬
品
と
し

て
認
可
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
メ
ー
カ
ー
や

薬
の
名
前
が
違
っ
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
防
風
通
聖
散
」
と
い
う
漢
方
薬
の
成
分
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

防
風
通
聖
散
は
、
排
泄
を
促
し
新
陳
代
謝

を
高
め
る
漢
方
薬
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
風
通
聖
散
の
服
用
が
適
し
て
い
る
人
は
次

の
よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
①
腹
部
に
多

健康のコラム肥
満
と
漢
方

health columu
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有限会社くすりのえびな 蛯
えび

名
な

　勇
はや

人
と

く
脂
肪
が
つ
い
て
い
る
、
②
便
秘
気
味
、
③

体
力
が
あ
り
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
、
④
血
圧
が

高
い
、
⑤
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
、
と
い
う

よ
う
な
方
に
向
い
て
い
ま
す

　

防
風
通
聖
散
を
服
用
す
る
こ
と
で
、
脂
肪

を
分
解
・
燃
焼
さ
せ
体
外
に
排
出
さ
せ
ま
す
。

便
通
を
促
す
作
用
も
あ
る
た
め
、
便
秘
な
ど

に
も
効
果
的
で
す
。
似
た
よ
う
な
体
質
で
生

理
不
順
が
あ
る
、
神
経
過
敏
な
ど
の
症
状
が

あ
れ
ば
、「
大
柴
胡
湯 (

だ
い
さ
い
こ
と
う) 

」

の
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

防
風
通
聖
散
と
は
異
な
り
、
防
已
黄
耆
湯

は
基
本
的
に
①
新
陳
代
謝
が
悪
い
、
②
体
質

も
普
段
か
ら
虚
弱
気
味
、
③
運
動
も
苦
手
、

④
冷
え
性
気
味
で
疲
れ
や
す
い
、
⑤
色
白
（
あ

る
い
は
青
白
い
）
⑥
低
血
圧
・
水
太
り
、
と

い
う
よ
う
な
方
に
向
い
て
い

ま
す
。
利
尿
薬
的
な
働
き
の

生
薬
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
女
性
に
多

い
タ
イ
プ
で
、
体
力
の
無
い

虚き
ょ

証し
ょ
うに

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

①
血
行
が
悪
く
て
太
る
（
血
太
り
タ
イ
プ
）、

②
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
タ
イ

プ
が
含
ま
れ
ま
す
。
更
年
期
を
境
に
太
っ
た
、

出
産
の
後
に
太
っ
た
な
ど
も
多
く
は
こ
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うに

含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
も
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
女
性
に
多
い
タ
イ
プ
で
す
。
桃
核
承
気

湯
に
関
し
て
は
、
便
秘
に
も
効
果
が
高
い
漢

方
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

１
．防
風
通
聖
散（
ぼ
う
ふ
う
つ
う
し
ょ
う
さ
ん
）

２
．
防
已
黄
耆
湯(

ぼ
う
い
お
う
き
と
う)

３
．
桃
核
承
気
湯
（
と
う
か
く
じ
ょ
う
き
と
う
）　    

　
　

桂
枝
茯
苓
丸
（
け
い
し
ぶ
く
り
ょ
う
が
ん
）

じ
っ
く
り
効
く
漢
方
薬

肥
満
は
万
病
の
元

■■■ 院長プロフィール ■■

■
薬局名

開局時間

月～金曜日　8：30 ～ 18：00
土曜日　　　8：30 ～ 13：00
日曜・祝祭日・年末年始はお休み
　
　所在地：中央 2 丁目 116
   ☎� 6565　FAX � 6575

　■■■ プロフィール ■■■

出　身：栗山町出身
　　　　昭和 51 年生まれ
出身校：東北薬科大学薬学部
家　族：独身（そろそろ考え中！）
趣　味：映画鑑賞、ドライブ
栗山について一言：
　栗山町の 2012 年は栗山英樹監督効

果により、とても熱い１年になるこ
とと思います。栗山町民として一緒
に盛り上がっていきましょう！！

蛯名　勇人 代表取締役
調剤薬局くすりのえびな



　　　　

栗
山
市
街
地
か
ら
少
し
は
な
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
、
ガ
ラ
ス
作
家 

中
川 

晃
さ
ん
が

主
催
す
る
『
ち
ゃ
っ
た
工
房
』
に
行
っ
て

お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

工
房
に
行
く
と
、
中
川
さ
ん
が
炉ろ

に
案

内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
炉
の
温
度
は
な
ん

と
最
高
で
1
4
0
0
度
。
ガ
ラ
ス
が
固
ま

ら
な
い
よ
う
に
24
時
間
温
め
て
い
る
そ
う

で
す
。
中
川
さ
ん
は
、
溶
け
て
オ
レ
ン
ジ

色
に
な
っ
た
ガ
ラ
ス
を
と
り
、
吹
き
竿
と

い
う
金
属
で
で
き
た
筒
状
の
も
の
で
息
を

吹
き
込
み
作
品
を
制
作
す
る
そ
う
で
す
。

　
　

　

中
川
さ
ん
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
に
は
顔

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
工
房
の
窓
際
に
並

べ
ら
れ
た
『
風
』
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ

た
作
品
で
は
、
柔
ら
か
く
優
し
そ
う
な
風

を
感
じ
て
い
る
表
情
の
も
の
や
、
冷
た
く

強
い
風
を
受
け
厳
し
い
表
情
を
し
て
い
る

も
の
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
は
「
人
に
と
っ
て
、
優
し
い

風
だ
け
が
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
に
は
冷
た
く
厳
し
い
風
が
活
力
に
変

わ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
言
い
ま

す
。
人
の
様
子
を
見
る
の
が
好
き
だ
と
言

い
、
人
と
交
わ
っ
て
生
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
創
作
意
欲
が
沸
く
と

も
言
う
中
川
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
表
現
で

き
る
世
界
な
の
で
し
ょ
う
。

栗山のモノづくりを応援します！

ま ち の ひ ろ ば◦◦◦

　　

東
京
生
ま
れ
の
中
川
さ
ん
は
、
22
歳

の
時
に
ガ
ラ
ス
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
制
作

を
始
め
ま
し
た
。
群
馬
県
の
「
上
越
ク
リ

ス
タ
ル
」
や
、
小
樽
市
の
「
北
一
硝
子
」

な
ど
で
腕
を
磨
き
、
1
9
9
5
年
に
江

別
市
で
独
立
。
ち
ゃ
っ
た
工
房
を
設
立
し

ま
し
た
。
01
年
に
は
、
拠
点
を
栗
山
に
移

し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
に
、
栗
山
へ
来
た
き
っ
か
け

を
尋た

ず
ね
る
と
、「
当
時
、
教
育
委
員
会
の
職

員
か
ら
『
栗
山
で
制
作
し
ま
せ
ん
か
』
と

い
う
手
書
き
の
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
一
番
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
ね
」

と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

中
川
さ
ん
は
、
毎
日
新
聞
社
主
催
の
「
21

世
紀
の
北
海
道
1
0
0
人
」
に
、
さ
ら
に
は

40
カ
国
、
5
0
0
作
品
が
出
展
さ
れ
70
作
品

し
か
入
選
で
き
な
い
「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金

沢
」
で
2
度
も
入
選
す
る
な
ど
、
日
本
を
は

じ
め
海
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
に
命
を
吹
き
込
む

ち
ゃ
っ
た
工
房
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一
通
の
手
紙
が
き
っ
か
け

栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。
【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

　

記
念
品
や
、
贈
答
品
の
コ
ッ
プ
・
花
器
も

相
談
に
応
じ
て
制
作
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
3
月
に
は
岡
山
県
の
美
術
館
に

出
展
、
7
月
に
は
札
幌
市
で
個
展
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ　

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル 

　

F
A
X    　

�
3
8
2
5

　

E
‐
メ
ー
ル　

info@
glass-chatta.com

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.glass-chatta.com/炉と向かいあう中川さん

人とのつながりが大事だと語る中川さん

国際ガラス展でも
認められた作品『ショーの合間』

版画展 - 牛田克彦氏作品 -
日程／ 1月6 日㈮～ 17 日㈫
～版画にみるふるさとの昔の暮らし～

書初め展
日程／ 1月18 日㈬～ 31 日㈫
～出村 太幹 書道教室～

まちの駅講座「泣く木の話」
日程／ 1月25 日㈬　18：30 ～
～坂井菊二郎氏による泣く木の話～　

春待ちゆっくり市
日時／ 1月27 日㈮ 17：00 ～ 20：00
～大ビンゴ大会、焼き鳥などのあった
かメニュー、お酒やジュースなどのド
リンクメニューを用意～

てってって広場
～親子一緒に簡単な物作りをしてみま
せんか～

日時／ 1月17 日㈫、31 日㈫ 10：30 ～
　17 日・・ペットボトルのおもちゃ作り
　31 日・・鬼のお面作り

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
1 月は 6日･13日・20日・27日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしています。
お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  10：00 ～ 17：00

1 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2012 栗山公園だより１月号　vol.46

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

15

　皆さん、こんにちは♪今回は、なかよし動物園の「動物まめ知識」
第一弾をお届けします！今回のテーマはうさぎの目の色についてです。
　皆さん、白いうさぎの目は、必ず赤いと思っていませんか？実は、
白いうさぎにも黒い目をしたうさぎがいるんです！目の色の違いは、

『メラニン色素』という黒い色を作る素
もと

があるかないか、の違いです。
目の赤いうさぎはメラニン色素がなく、目がガラスのように透明で
す。そのため、目の奥の血管が透けて赤く見えます。毛色が白いの
もメラニン色素がないためです。

　メラニン色素をもたない動物を『アルビノ』といい
ます。毛の色が白いからといって必ずしもアルビノと
は限りません。白いうさぎでも、黒い毛が混じってい
ると、メラニン色素をもっていて目の色は黒いのです。
　ちなみに、なかよし動物園の白うさぎは全羽とも赤
い目をしています。ビー玉のように透明できれいな目
を動物園が春にオープンした際には見に来てください
ね！

第一弾

～白いうさぎの目は必ず赤い？～

1月6 日㈮から通常営業します！

　新聞やテレビている報道された「茶のしずく石鹸」をご存知でしょうか。
　通信販売で大ヒットしましたが、平成 22 年 12 月 7 日までの商品に
含まれていた成分によるアレルギー被害が拡大しています。
　先日、同商品を使い「肌にトラブルが出た」と相談がありました。販
売会社に確認をしたところ、交換・返品や被害の相談に応じていました
ので、同商品をお持ちの場合は今一度商品をご確認ください。

■交換・返品の対象商品
　箱または袋に印字されている製造番号が、3 桁または 1999 以下
の場合は、平成 22 年 12 月 7 日までに製造された商品

■商品に関する問い合わせ
◎販売会社　福岡県大野城市御笠川 5-11-17　株式会社 悠

ゆ う か

香
◎相談窓口　フリーダイヤル　0120-112-266

◦◦◦ T o w n  s q u a r e


